平成２３年　今年の干支（えと）　安岡正篤先生
＊　基本を踏み、筋道を立て、断固実行して、困難を克服、繁栄へと導く年

＊　平成２３年の干支(干支)は、辛卯（かのと・う）であり、俗に言う「うさぎ年」である。

＊　「辛（かのと）」という字は、文字の象形は、把手のある大きな直針を表している。

一義に、入墨に用いる針のことで、シンのほかに、ハリ、カライと読み、辛い・苦しい・耐え難いという意味を持っている。
＊＊　辛（かのと）は、前年を継承して更新してゆくこと、特に規律を正し、基本を踏まえて、筋道を立て、困難に遇っても断固として実行してゆく年。

また、覚悟を新たに自律自新、更新することを意味しており、これを怠ると、からい目、つらい目に合うということになり、不祥事件が起こってくることも「辛（かのと）の字義は暗示している。

＊　「卯（う）」は、冒・茅(ぼう)ボウと音読みされている。一説に、左右に開いた門の象形で、春の陽気に万物が冬の門から飛び出し、草木の芽や葉がしげる。茂に通じ繁茂することを意味している。冒は「押し切る」「力に任せて進む」という意味がある。

卯はウサギでなく、茨や茅という文字であり、繁茂した茨や茅が、からまり、もつれるように根がはびこれば、手のつけようがなく、動きの取れないようになるもので、順次思い切って剪定しなければならない。
＊＊　卯（う）は、筋道を立てて物事を処理していくことをいい、それが出来ないと、紛糾・混乱・分裂・破壊へと、つながることを意味している。

辛卯（かのと・う）の干支（えと）が教えるところは、「筋道を立てて、処理よろしきを得れば、伸展・繁栄へと導くことが出来る」と言う事である。

辛卯（かのと・う）の年は、自然災害や思わぬ災難騒動が生ずることがあります。政治経済は、注意深く、かつ、思い切って障害を除去し処理を行わないと、紛糾・混乱はまぬがれない年である、といわれている。
＊　基本を踏み、筋道を立て、断固実行して、困難を克服することによって、繁栄へと導くことが出来る年。性根を据えて頑張りぬく年のようです。
